
裏面QRコードからお申込みいただけます
お申込み・詳細は裏面へ

対象者：地方公共団体職員、民間事業者等
参加方法：オンラインセミナー（Zoomウェビナーを予定）

「PPP/PFIの事例紹介」
～事例をヒントに描く 地域課題解決の新しいカタチ～

参加費
無料
参加費
無料

10月6日（火）第３回
（13:00よりzoom入室可能）

13:30～16:35

13:30～14:10 ①公民連携による公共施設の価値向上：川口義洋氏
14:15～14:55 ②PFIを活用した「ウェルネス」なまちづくり]

        ～「暮らしたいまち日本一」を目指して～：田川秀樹氏
15:05～15:45 ③“フェーズフリー”の考え方を導入

小清水町防災拠点型複合庁舎「ワタシノ」の取り組み：石丸寛之氏
15:50～16:30 ④公民連携ワンストップ対話窓口「コラボ・ラボ桑名」の取組みについて：暮石成臣氏

16:30～ アンケート回答 ※それぞれ10分の質疑応答時間を設けています。

プ
ロ
グ
ラ
ム

ウェルネスあらお 小清水町防災拠点型複合庁舎 ワタシノ桑名福祉ヴィレッジ



お 申 込 み

本セミナー参加
申込に関する
お問合せ先

本セミナーの
内容に関する
お問合せ先

内閣府民間資金等活用事業推進室（PPP/PFI推進室）
担当：福田、鏡原 TEL：03-6257-1655
※お電話の際は、「令和８年度公共施設マネジメントセミナー」とお伝えください。

公共施設マネジメントセミナープログラム概要

【手順】①お手持ちの携帯電話で左記のQRコードを読みとってください。
②設問に従い、ご回答ください。
③募集期間：8月20日（木）～9月30日（水） 17時まで
④QRコードでアクセスできない場合はこちらのURLからお申込みください。
［https://forms.cloud.microsoft/e/QcTqCYUa74］
⑤ご回答後、設問8でご記入いただいたメールアドレス宛に、当日の接続URLをお送りします。
募集締め切り後、万が一届かない場合は、担当の山野までメールにてご連絡ください。

事務局 有限責任監査法人トーマツ 担当：山野・古川（主任）
（本事業は、内閣府からの委託を受け、有限責任監査法人トーマツが実施しています）

Mail：kino.yamano@tohmatsu.co.jp(山野) TEL：080‐3536‐9310 Fax：06-4560-6039
※メールでのお問い合わせ推奨。お電話の際は、「令和８年度公共施設マネジメントセミナー」とお伝えください。

開催概要 プログラム・講師

① 公民連携による公
共施設の価値向上

②

PFIを活用した「ウェル
ネス」なまちづくり
～「暮らしたいまち日
本一」を目指して～

③

“フェーズフリー”の考
え方を導入
小清水町防災拠点
型複合庁舎「ワタシ
ノ」の取り組み

④

公民連携ワンストッ
プ対話窓口
「コラボ・ラボ桑名」の
取組みについて

1971年岡山県生まれ。1999年に建築専門職として津山市役所に入庁し、主
に公共施設整備の業務に携わる。2015年にファシリティマネジメント（FM）部
門へ異動後は、建築分野で培った知見を活かしながら公共施設マネジメントに
取り組む。2018年以降は、旧苅田家付属町家群整備事業やグラスハウス利
活用事業をはじめとする多様な公民連携事業を主導。2025年3月に津山市
役所を退職し、同年4月に合同会社コトプレイスを設立。現在は、公民連携や
公共施設マネジメントに関する支援・コーディネートに取組んでいる。

合同会社コトプレイス代表社員 川口義洋氏

北海道大学公共政策大学院修了（公共政策学修士）。北海道の東北
部・小清水町役場に入庁後、企画・財政部門を17年間担当。アウトドアブラ
ンド「モンベル」や道内ドラッグストア「サツドラ」など国内ブランドを小清水町に誘
致し、町の活性化を目指した公民連携の中心的役割を担う。2018年には地
方創生拠点整備交付金を活用し、モンベルストアを併設したアウトドア拠点施
設の整備を主導。現在は、北海道大学大学院研究員として、新公共経営・
官民連携手法の研究・実践などをテーマに講演活動も行う。

三重県桑名市政策創造課主任
暮石成臣氏

写真
民間企業に９年間勤務した後、桑名市役所へ入庁。入庁後は、債権回収業
務を担当する部署や県の出先機関での勤務を経験。その後、政策創造課に配
属され、公民連携事業「コラボ・ラボ桑名」の担当として、行政と民間企業等と
の連携による地域課題の解決や、新たな価値創出に取り組んでいる。公民連
携事業に携わって現在３年目。

小清水町役場産業課課長 石丸寛之氏

平成7年に荒尾市役所へ入庁。熊本県東京事務所へ出向し、企業誘致活動
に従事。その後、その経験と知見を活かし、市産業振興課長、政策企画課長、
スマートタウン開発担当部長、地域振興部長を歴任し、市の重要プロジェクトを
牽引してきた。現在は、現職において、道の駅を中核としたスマートシティ構想や
駅前開発など、持続可能なまちづくりの推進に取り組んでいる。

熊本県荒尾市産業建設部部長 田川秀樹氏


